
　
　
基
金
の
目
的
と
、整
備
の
範
囲
に
つ

い
て
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
公
共
施
設
の
整
備
に
か
か
る
経
費

を
積
み
立
て
て
い
く
。公
共
施
設
等
の

維
持
管
理
、
大
規
模
改
修
及
び
更
新

に
か
か
る
支
出
す
る
。

　
　
平
成
29
年
度
予
算
で
、
基
金
を
繰

り
入
れ
た
事
業
名
と
予
算
額
に
つ
い

て
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
給
食
セ
ン
タ
ー
と
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
下
水
道
へ
の
引
き
込
み
、
６
百

万
円
。プ
ー
ル
開
設
施
工
管
理
委
託
料
、

解
体
工
事
管
理
委
託
業
務
、
統
合
中

学
校
に
係
る
経
費
、
ト
ー
タ
ル
し
て
整

備
基
金
よ
り
、６
億
４
千
４
百
万
円
を

充
当
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
社
協
と
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
の
宅
内

配
管
が
、
事
業
の
基
金
と
し
て
相
応

し
い
の
か
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　「
維
持
補
修
」
と
い
う
観
点
か
ら
の

充
当
で
す
。

　
　
村
内
15
字
の
公
民
館
、
交
流
施
設

等
は
公
共
施
設
な
の
か
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
15
字
全
部
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

指
定
管
理
し
て
い
る
公
共
施
設
に
つ
き

ま
し
て
は
、
公
共
施
設
だ
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。

　
　
61
公
共
施
設
あ
る
が
、
村
監
査
委

員
が
監
査
を
実
施
し
た
こ
と
は
あ
る

の
か
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
61
施
設
の
中
で
、監
査
等
は
赤
間
運

動
場
が
実
施
さ
れ
た
。

　
　
職
員
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
意
見
が

出
た
課
題
を
、
今
後
ど
う
生
か
し
て

い
く
の
か
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
正
直
言
い
ま
し
て
、
中
身
が
ま
だ
ま

だ
不
十
分
。中
身
を
濃
い
も
の
に
し
て

い
き
た
い
。

　
　
現
在
、
指
定
管
理
を
締
結
し
て
い

る
法
人
で
、
利
益
が
生
じ
て
い
る
会

社
は
何
社
あ
る
の
か
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　
株
式
会
社
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ａ
、株
式
会
社
ま

え
だ
、有
限
会
社
ナ
ビ
ー
。

　
　
利
益
が
発
生
し
た
会
社
で
、一定
の

金
額
を
村
へ
納
付
す
る
定
め
の
必
要

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
協
定
書
の

中
に
で
き
る
の
か
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　
利
益
の
出
る
中
で
、
事
業
所
と
い
ろ

ん
な
協
議
を
重
ね
な
が
ら
決
定
。

　
　
進
捗
状
況
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

　
　
企
画
課
長
　山
城
雅
人

　
　
平
成
28
年
度
を
も
って
、
再
編
交
付

金
の
10
年
間
の
交
付
金
は
終
了
し
て

お
り
、「
キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン
も
同
様

で
あ
る
」と
の
回
答
を
頂
き
ま
し
た
。

　
　
再
編
交
付
金
が
無
理
で
あ
れ
ば
、

現
在
も
自
衛
隊
の
爆
破
処
理
が
行
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
　
継
続
は
す
る
の
で
、９
条
交
付
金
の

増
額
や
い
ろ
ん
な
も
の
を
含
め
、村
長

が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
い
う
意

気
込
み
を
聴
き
た
い
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整

備
等
に
関
す
る
法
律
の
補
助
制
度
を

活
用
し
た
事
業
等
を
、積
極
的
に
活
用

を
行
い
、効
率
化
を
図
って
参
り
た
い
。

　
　
仲
泊
か
ら
の
公
民
館
建
設
の
要
請

が
あ
り
、
大
分
お
金
が
掛
か
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
慣
例
だ
と
負
担
金
は

絶
対
無
理
、ジ
ン
ブ
ン
を
出
せ
ば
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
県
に
お
き
ま
し
て一括
交
付
金
、
最

大
限
に
活
用
し
て
仲
泊
区
の
交
流
施

設
を
建
設
し
た
い
。

　
　
防
衛
局
、防
衛
省
に
要
請
行
動
、議

長
も一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り

た
い
。
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山
城
　良
一
　議
員
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議　会　だ　よ　り 6第133号（平成29年8月18日）

恩
納
村
公
共
施
設
整
備
基

金
条
例
の
運
用

恩
納
村
公
共
施
設
等
総
合

計
画

公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
に

対
す
る
利
益
還
元
納
付
制
度

再
編
交
付
金

議　会　だ　よ　り7 （平成29年8月18日）第133号

　
　車
道
と
歩
道
を
境
界
す
る
縁
石
、

車
を
ぶ
つ
け
た
跡
も
あ
り
、そ
の
現
場

に
遭
遇
し
た
場
面
が
あ
り
ま
す
。

　
　せ
っ
か
く
観
光
に
来
ら
れ
て
、事
故

を
起
こ
し
て
し
ま
っ
て
気
分
悪
く
帰
っ

て
、「
沖
縄
は
あ
ま
り
楽
し
く
な
か
っ

た
」
と
思
っ
て
も
ら
っ
て
は
困
り
ま
す

の
で
対
策
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

　
　商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　
指
摘
の
縁
石
の
改
修
等
は
、
タ
イ
ヤ

の
乗
り
上
げ
と
か
、私
自
身
も
経
験
は

ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
改
修
方
法
等
を
含
め
、早
目
に
国
道

事
務
所
と
調
整
し
て
い
き
た
い
。

　
　
恩
納
村
に
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
業
者
は

何
軒
あ
る
か
。

　
　商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　
平
成
27
年
３
月
で
、63
業
者
で
す
。

　
　ダ
イ
ビ
ン
グ
協
会
に
は
、
何
軒
加

入
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　
正
組
合
員
数
が
30
社
、
賛
助
会
員

が
３
社
で
す
。

　
　ダ
イ
ビ
ン
グ
協
会
は
、ど
の
よ
う
な

活
動
を
し
て
い
る
か
。

　
　商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　
安
全
対
策
講
習
会
の
開
催
、
毎
月

１
回
の
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
、
サ
ン

ゴ
の
苗
づ
く
り
、植
え
付
け
の
体
験
、ま

た
、
う
ん
な
ま
つ
り
に
お
き
ま
し
て
は
、

ゴ
ミ
収
集
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
ま
た
、
県
外
に
お
け
る
マ
リ
ン
ダ
イ

ビ
ン
グ
フェア
等
、恩
納
村
への
誘
客
活

動
も
実
施
し
て
い
る
。

　
　「30
社
し
か
加
盟
が
な
い
」
と
い
う

状
況
の
中
で
、村
の
指
導
。

　
　商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　
特
に
、指
導
は
行
って
い
な
い
現
状
で

す
。た
だ
し
、海
洋
レ
ジ
ャ
ー
の
安
全
対

策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
喫
緊
の
課
題
で

す
。

　
　
村
の
認
定
制
度
、
そ
う
いっ
た
も
の

の
導
入
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
協
議

し
て
参
り
た
い
。

　
　村
内
の
海
の
状
況
は
。

　
　農
林
水
産
課
長
　佐
渡
山
安
正

　
　
サ
ン
ゴ
の
白
化
状
況
、
養
殖
サ
ン
ゴ

は
、
恩
納
地
先
で
約
１
％
、
前
兼
久
地

先
で
約
20
％
。天
然
サ
ン
ゴ
は
、谷
茶
口

を
境
に
北
側
海
域
の
方
が
、
比
較
的
に

被
害
が
少
な
い
。

　
　
か
り
ゆ
し
沖
で
は
５
％
、
万
座
沖
で

は
約
50
％
の
ミ
ド
リ
イ
シ
群
の
サ
ン
ゴ

が
被
害
に
遭
って
い
る
。

　
　
南
側
に
な
れ
ば
「
90
％
の
死
滅
状
態

で
あ
る
」と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　
　
村
民
の
自
然
環
境
に
対
す
る
意
識

の
向
上
を
図
る
手
立
て
を
、
ど
の
よ

う
に
訴
え
て
い
く
か
。

　
　企
画
課
長
　山
城
雅
人

　
　「
サ
ン
ゴ
の
村
宣
言
」に
取
り
組
む
こ

と
で
、
村
民一人一人
の
自
然
環
境
に
対

す
る
意
識
向
上
を
図
り
、
サ
ン
ゴ
再
生

活
動
を
初
め
と
し
た
、環
境
保
全
活
動

を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
考
え

て
お
り
、
庁
内
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
、幼
児
、児
童
を
初
め
、村

民
に
向
け
て
、環
境
学
習
や
講
演
会
を

開
催
し
て
、
村
民一人一人
の
意
識
の
向

上
が
図
って
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　「環
境
協
力
金
制
度
や
入
海
料
制

度
の
創
設
」の
考
え
方
。

　
　農
林
水
産
課
長
　佐
渡
山
安
正

　
　
海
洋
資
源
の
保
全
等
を
目
的
に
、サ

ン
ゴ
の
養
殖
及
び
オ
ニ
ヒ
ト
デ
駆
除
、

海
域
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
海
底
の
清
掃

に
取
り
組
ん
で
い
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま

す
。そ
の
た
め
、
費
用
の
捻
出
が一番
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
海
域
を
利
用
す
る
関
係
者
の
理
解

も
得
な
が
ら
、検
討
し
た
い
。
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宮
﨑
　豊
　議
員

車
道
と
歩
道
（
駐
車
場
）

の
縁
石
の
改
修

海
洋
レ
ジ
ャ
ー
の
安
心

・
安
全

恩
納
村
第
３
次
観
光
振
興
計

画
に
つ
い
て

環
境
保
全
と
育
成
（
サ
ン

ゴ
）


